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論文及び審査結果の要旨 

 本論文では，球状黒鉛鋳鉄の基礎的な腐食研究として，基地組織と黒鉛の影響に着目

し，水溶液中および大気環境における腐食挙動を調べている．また，高い耐食性を示す

鋳鉄の実例を解析し，その耐食性を示す理由を明らかにするとともに，球状黒鉛鋳鉄の

耐食性向上への応用を試みている．本論文は次の7章より構成されている．第1章では，

研究の背景，目的および本論文の全体の構成について記述している．第 2 章では，酸性

溶液中における腐食挙動を調べ，基地のパーライト面積率が高いほど腐食速度が増大す

ること，およびセメンタイト/フェライトからなる局部電池の方が腐食速度に著しく影

響することを明らかにしている．第 3 章では，中性溶液中における腐食挙動を調べ，パ

ーライト面積率や黒鉛形状は腐食にはほとんど影響しないが，パーライト面積率が高い

場合，腐食生成物中に残留するセメンタイトが，黒鉛の表面からの脱落を防止している

ことを明らかにしている．第 4 章では，飛来海塩粒子量の異なる大気環境における腐食

挙動を調べ，1)球状黒鉛鋳鉄の腐食速度は鋼材(SS400)よりも低いこと，2)パーライト
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面積率が高いほどより緻密で安定な腐食生成物が形成され腐食速度が低減することを

明らかにしている．第 5 章では，横浜市創設水道管の腐食挙動を調べ，同水道管にはり

んを多く含有するねずみ鋳鉄が用いられており，金属組織中にステダイトが網目状に析

出しているため，腐食生成物が表面に強く保持され，腐食生成物層の緻密性，密着性が

向上していることを明らかにしている．第 6 章では，第 5 章の結果を応用し，球状黒鉛

鋳鉄にりんを添加した場合の耐食性向上効果を調べ，実用化の可能性があることを明ら

かにしている．第 7 章では，以上の結果を総括し，得られた結論および今後の展望につ

いて述べている． 

 以上、本論文は、球状黒鉛鋳鉄を構成する組織上の基本因子の腐食挙動に及ぼす影

響を明らかにすると共に実用水道管の分析から鋳鉄製水道管にはリンの含有が重要で

ある事を明らかにする等、工学的および学術的に貢献するところが大きく、博士（工学）

の学位論文として十分な価値があるものと認める． 


